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＜要   約＞ 
 韓国の介護老人ホームにおける介護職員の仕事継続の現状について明らかにし，日本にお
ける介護職員の仕事継続意識の現状を踏まえ，今後の職場内サポートのあり方を探ることを
目的とした。調査方法は，韓国のシルバーホームに勤務する療養保護士に仕事への意識に関
する郵送留置調査を行い，資格取得の背景要因との関連について分析した。その結果，40
代・50代の職員が占める割合が高く，資格取得年数が 3 年～ 5 年未満の職員，養成校修了
者の仕事意識が有意に低い結果となった。日本における介護職員の仕事への意識の状況と類
似する結果となり，今後，質の高い療養保護士を育成するためには，社会的なサポート体制
を整え，仕事への意識を高める必要があることが示された。 
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１．研究背景と目的 
 2025年には超高齢社会を迎え，ケアに関する
様々な対策が打ちたてられている。中でも，介護
の人材確保は喫緊の課題である。そのため，介護
職の仕事継続の魅力・やりがい感を将来の介護を
担う若い人材に伝え，介護に対するイメージアッ
プをしていくことは重要である。 
 これまでの研究では，日本における特別養護老
人ホームの介護職員のやりがい感・満足感に影響
を与える要因について検討した（壬生 2012）。
その結果，介護福祉士有資格者は，介護福祉士資
格無者と比較し有意に低い結果だった。現在の日
本の介護職員は，国家資格の介護福祉士，介護初
任者研修修了者（従来のヘルパー 2 級修了者）
など様々な有資格を有する者が勤務している。介
護福祉士取得ルートについては，実務経験 3 年
後に国家試験を取得した者，介護福祉士養成施設
（ 1 年課程， 2 年課程，大学卒）を修了して介護
福祉士資格を有した者など多岐に渡る。現在の介
護現場は，①介護福祉士取得の有無にかかわらず，
職務内容に違いはないこと，②介護福祉士資格取
得後にキャリアアップする仕組みも十分検討され
ていないこと，③日々利用者のケアに追われなが
ら介護しているなどの現状から（金ら 2014）有
資格者の士気に影響があることも考えられる。ま
た，介護職員のやりがい感に影響している要因と
して，ケアの提供過程や職場内サポートとの関連
性が強いことも示唆されており（壬生ら 2013），
介護専門職がやりがいを感じながら働く仕組みを
検討することは重要であると考える。 
 隣国の韓国の高齢化率は,2010年11.1％であり, 
2020年には15.7％, 2030年には23.3％と急速に上
がり高齢者の介護問題を有している。中でも，釜
山は65歳以上の高齢者は12.6％を占め（東南地方
統計庁），釜山の高齢者はトン区（17.2％），チュ
ン区（16.9％），ソ区（16.4％）など旧市街に多
い状況である。独居人口も急増し，10人のうち 3 
人がひとり暮らしであると言われ，高齢者のひと
り暮らしは年々増加し，日本の状況と類似してい
る。2035年には 1 人世帯に占める高齢者世帯率
は50.8％になることが予想されている。そのため，
介護を要する状態になれば，社会的なサービスを
必要とし，シルバーホーム（日本では特別養護老
人ホーム）の機能と役割は大きい。韓国における
介護職は療養保護士資格（国家資格）を有してお
り，資格修得内容に関しては日本の初任者研修
（旧ホームペルパー 2 級）同程度の内容である。
日本と同様に介護職の離職率が高い韓国において，
療養保護士の仕事への意識を明らかにすることは，
今後の日本における介護職員の就労継続サポート
のあり方を検討する上で基礎資料となるものと考
えられる。 
 そこで，本研究では，韓国の介護老人ホーム
（シルバーホーム）における療養保護士の仕事へ
の意識に焦点をあて，日本における介護職員の仕
事継続意識の現状から検討することによって，今
後の職場内サポートのあり方について検討する基
礎資料とすることにした。 
 
２．研究方法 
（１）調査概要 
 シルバーホームの療養保護士40名に，調査票
を配布し， 2 月 3 日から20日までの間に施設で
調査票を回収してもらった。 
 調査内容は，調査項目は，蘇ら（2007）の有
能感（1）尺度15項目に 5 項目を追加した項目（表 
1 ）に，仕事の満足感・やりがい感に関する項目
について  5 件法で回答を得た。また，上司サ
ポート 8 項目，同僚サポート 8 項目については，
小牧ら（1993）の「職場におけるソーシャルサ
ポートの効果」の15項目から，蘇ら（2007）が
用いた上司及び同僚からのサポート尺度 8 項目
（表 3 ）を採用した。 
 倫理的配慮としては，あらかじめ，施設長及び
看護・介護長には，電話及び文書で調査目的・方
法について説明し了承を得た。データは統計的に
処理し，個人や施設の情報の保護に配慮した。 
 調査票項目・調査方法については，関西福祉科
学大学における研究倫理委員の規定により承認手
続きを行った（2013年 6 月12日）。      
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（２）分析方法 
 分析には，先行調査から特別養護老人ホームに
おける介護職員の有能感尺度  5 因子をもとに
（壬生2013），属性による差について検定した。
有能感尺度 5 因子は，第Ⅰ因子「介護の信念・
遂行」（α=.81）は， 5 項目「介護職としての価
値観あるいは信念をもって取り組んでいると思い
ますか」「仕事に自信を持って取り組んでいます
か」「チーム内で仕事上の決定をするときに，自
分の意見を言えると思いますか」「チーム内で自
分の存在の重要さを認められるように取り組んで
いると思いますか」「施設の仕事の全体を理解し
た上で，自分の仕事に取り組んでいますか」から
構成された。第Ⅱ因子「仕事の予測・問題解決」
（α=.765）は， 3 項目「いつもと違うことが起
こっても迅速かつ適切に対応できると思います
か」「仕事上の問題はだいたい解決できると思い
ますか」「仕事上の起こりうる状況を予測しなが
ら仕事ができると思いますか」から構成された。
第Ⅲ因子「課題遂行・達成」（α=.744）は， 2 
項目「与えられた課題をしっかりと遂行している
と思いますか」「毎日の業務を十分やり終えてい
ると思いますか」で構成された。第Ⅳ因子「チー
ム目標の達成・協力」（α=.762）は，  2 項目
「チームで他のメンバーとうまく協力しながら仕
事をしていると思いますか」「チームの目標を十
分に達成できるように取り組んでいると思います
か」，第Ⅴ因子「知識と技術の研鑽・発揮」（α
=.768）は， 2 項目介護に関する幅広い知識と熟
練した技術を研鑽していると思いますか」「仕事
で自分の知識や技術を十分に発揮していると思い
ますか」で構成された。これらの 5 因子は概ね
基準を満たす内的整合性による信頼性が確認され
ているため， 5 因子の各下位尺度を用いて分析
した（表 2 ）。分析には，IBM SPSS Statistics 22
を用いた。 
 
 
        表１ 調査項目                表２ 分析項目 
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３．結果 
（１）属性 
 Aホームは，男性 6 名15％，女性は34名85％で
ある。年齢は，30歳代は 2 名（ 5 ％），40歳代は
10名（25％），50歳代22名（55％），60歳以上 4 
名（10％）だった。すべての介護職員は療養保
護士の資格を有しており，社会福祉士有資格者も 
5 名（12.5％）いた。資格取得ルートは，国会試
験16名（40％），養成校修了者23名（57.5％）お
り，その中で，大卒・大学院修了者は 6 名おり，
1名を除き養成校修了者だった。 
 勤務年数は， 1 年未満11名（27.5％）， 1 年以
上 2 年未満 6 名（15％）， 2 年以上 3 年未満が10
名（25％）， 3 年以上 4 年未満 4 名（10％）， 4 
年以上  5 年未満  1 名（2.5％），  5 年以上  8 名
（20％）で，最長は 5 年 7 ヶ月となっていた。 
 資格取得年数では， 1 年未満 9 名（22.5％）， 
1 年以上 2 年未満 4 名（10％）， 2 年以上 3 年未
満が  4 名（ 10 ％），  3 年以上  4 年未満  6 名
（15％）， 4 年以上 5 年未満 5 名（12.5％）， 5 年
以上12名（30％）で，最長は 7 年 0 月となって
いた（表 4 ）。 
 
（２）療養保護士の就労意欲と資格取得の背景と
の関連 
 第Ⅰ因子「介護の信念・遂行」，第Ⅱ因子「仕
事の予測・問題解決」，第Ⅲ因子「課題遂行・達
成」，第Ⅳ因子「チーム目標の達成・協力」，第Ⅴ
因子「「知識と技術の研鑽・発揮」，並びに，「現
在の仕事に対してやりがいを感じますか」「現在
の仕事に対して満足していますか」の項目及び，
上司サポート 8 項目，同僚サポート 8 項目の平
均得点について，属性による回答の相違を比較し
た結果（表5-1），性別，学歴，療護保護士資格取
得歴で有意差が見られた。 
 性別では，女性が男性より平均得点が低く，同
僚サポートで有意に低い結果だった（F（1,38）
=4.12, P＜0.05）。 
 学歴では，高校・専門大学より大学以上の療養
保護士の平均得点が低く，上司サポート（F
（ 1,38） =11.32, P＜ 0.01 ），同僚サポート（ F
表３ 職場内サポート 
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（1,38）=6.301, P＜0.05），現在の仕事に対する満
足度（F（1,38）=3.368, P＜0.1）で有意に低い結
果だった。 
 また，療養保護士資格取得歴では（表5-2）， 2 
年未満と 2 年以上 3 年未満， 3 年以上 5 年未満， 
5 年以上の間で，「課題遂行・達成」（F（3,36）
=3.663, P＜0.05）「チーム目標の達成・協力」（F
（3,36）=3.675, P＜0.05）「知識・技術の研鑽・発
揮」（F（3,36）=3.446, P＜0.05），「仕事に対する
やりがい感」（F（3,36）=2.893, P＜0.05）で有意
差が認められた。      
 
 
４．考察 
 韓国のシルバーホーム（長期療養型施設）の介
護職員は，すべて療養保護士の資格を有している。
それは，日本における介護職員初任者研修（旧ヘ
ルパー 2 級）を有しなければ介護の仕事に就け
ないのと同様である。療養保護士資格は，韓国の
介護保険制度（老人長期療養保険制度）の実施と
あわせて創設された公的資格であり，教育機関で
理論80時間，実習160時間（実技80時間，現場実
習80時間）の合計240時間の教育を受けた後，資
格試験を受験，合格する必要がある。しかし，資
格取得ルートは，日本における介護福祉士国家資
格と同様，養成校修了者と国家試験合格者に分か
れており，学歴では高校卒から専門大学，大学，
大学院など様々である。実際の雇用環境は，不安
定な雇用形態が多いほか，賃金水準が低いとされ
ている（増田2011:金ら2012）。そのため，社会的
専門職としての認知度，評価などから考えると，
大学以上の療養保護士が高校・専門大学より職場
内サポートで有意に低かったのは，上司・同僚サ
ポートからの助言・指導の面で，求めているもの
が大学・大学院修了者のほうが高いことが推測さ
れる。 
表４ 回答者の属性 
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 また，療養保護士資格取得歴によって，「課題
遂行・達成」「チーム目標の達成・協力」「知識・
技術の研鑽・発揮」「仕事に対するやりがい感」
に有意差が見られた。特に， 3 年以上 5 年未満
の平均得点の差が一度低くなる傾向にあった。日
本における介護職員の仕事継続意識においても同
時期にいったん低下する傾向にある（壬生ら
2014）。 1 ・ 2 年目は仕事を覚えることが必死で
あり， 3 年目になると仕事の内容も理解でき裁
量を発揮できるようになる。しかし， 4 年目に
なると仕事にも慣れる反面モチベーションが下が
り， 5 年目にはチーフなど責任のある仕事につ
き，その組織として中核的な存在になることから
仕事への意識が高まるのではないかと考えられる。
また，「仕事のやりがい感」は，職場内サポート
から及ぼす影響が有意に強いことを示していた
（壬生ら2013）。勤務経験や個々の特性に応じて
仕事の肯定的意識を持続・高められる職場内サ
ポートのあり方を検討する必要がある。 
表5-1 性別・学歴による職場内サポート，有能感，やりがい・満足感の比較 
 
 
 
表5-2 療養保護士資格取得歴による職場内サポート，有能感，やりがい・満足感 
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 増田（2011）は韓国の療養保護士の雇用環境
や勤務条件の改善を述べており，金ら（2012）
においても療養保護士の社会的認知度の低さや待
遇の悪さからストレスになることを指摘しており，
金ら（2014）の調査では，実務年数が長いほど
バーンアウトする結果であった。調査対象の同施
設で働いている療養保護士の月平均所得は，実務
年数が長い人も短い人も均一な金額の施設が多い
という結果であったことから，離職に影響を与え
ている要因でもあることを言及している。 
 介護職の離職率は日本と同様に韓国においても
高く，就労継続をするためには，各機関内でサ
ポートしていくかが重要であり，雇用環境の改善
を含めた制度・施策的な仕組みも含めて検討して
いく必要性がある。 
 日本における介護職員の同様の調査においても
（壬生ら2014），介護の仕事を 5 年以上継続する
ことによって，仕事の創意・工夫やリスクマネー
ジメントなど専門職としての力量を発揮し，課題
解決する能力に対する意識が高いことが示されて
いた。また，仕事継続のやりがい感は，利用者と
の関わりを通して見出されるものであり，人と人
との関係性やより良いケアの実践のための自己啓
発が介護の魅力につながっていることが推察され
た。 
 介護は単なる介助とは違い，利用者の心身の状
態とその生活をトータル的に捉え，ニーズを把握
し，課題解決していく実践力が問われる仕事であ
る。介護経験を 5 年経て積み重ねることによっ
て仕事への意識（有能感）が高まるものと考えら
れる。介護職員の仕事継続理由にあるように，利
用者のより良い生活に向けた直接的な支援が，仕
事のいきがい感につながるものと考えられる。
サービスの質を維持・向上するためにも，介護職
員が長く就労継続できるような適切な職場内サ
ポートや待遇面への改善が求められる。その後の
意識は高くなっていることから，この間の職場内
サポート並びにソーシャルサポートを強化するこ
とによって仕事継続意識が高まるものと考えられ
る。 
 今後は，このような介護従事者の仕事への意識
や「やりがい感」のみに委ねるのではなく，人の
生活・人生を支える専門職としての介護職の価値
を認める社会的なサポート体制を整えることが喫
緊の課題であると考える。 
 
５．今後の課題 
 本研究では，韓国におけるシルバーホームの介
護職員の仕事への肯定的な意識を調査したが，学
歴・実務経験により有意差が見られ，日本と同様
な傾向が見られた。ストレス，バーアウトに関す
る研究は見られるが，肯定的な意識から介護職員
の仕事への意識について調査した研究はみあたら
ない。今回の調査は 1 ヶ所のみの施設介護職員
の結果であるため，更に調査対象を広げ介護職員
の仕事に関する意識を調査する予定である。今後
のサービスの質を確保するために，介護職員の就
労意欲の持続・向上を図る職場内サポート体制等
を具体的に調査し，介護職員への支援のあり方を
探究していきたい。 
 今後の介護職員の人材不足の状況から，介護の
質的低下が免れない状況の中で，如何に人材養成
をしていくかが重要である。現在の介護従事者が
就労継続し，力量を発揮できるしくみづくりを検
討していく必要がある。 
 今回は，調査対象が限られており詳細な分析は
できなかったが，今後は更に韓国におけるシル
バーホームの介護職員の対象を広げ仕事継続に影
響を及ぼす要因について分析，日本との比較を試
みたい。 
 最後になりましたが，調査にご協力いただきま
した韓国のシルバーホームの施設長様，介護職員
の皆様には感謝申し上げます。なお，本研究は，
平成25年科学研究費助成事業挑戦的萌芽研究課
題番号（25590140）として採択された研究調査
の 1 部として実施されたものである。 
 
 
注 
（ 1 ）Deciは，「認知的評価理論」を提唱し，自ら
の行動の主体でありたいといった自律性
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（自己決定）欲求と，有能さへの欲求を内発
的動機付けの中心概念とした。山下ら
(2001)は，その「有能感」と「自律感」の
効果を共に検討することが効果的だとした。
蘇ら（2005）は，その「有能感」を，「仕
事の目標を達成し，業務をうまくやり遂げ
たときに感じられること」「自分の能力を発
揮することや成長すること」「予期（職場で
の重要な出来事の頻度，時期，期間を予測
する能力），より難しい課題への対応，問題
解決することによって感じられること」「組
織の中で，意思決定への参加や寄与，能力
を認められること」と規定した。 
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